
公示用ポスター  

「COVID19 オミクロン株流行下における病院内での陽性者に対する

接触者調査とその必要性に関する後方視点的研究」  

に関するお知らせ 

(1) 研究の概要について 

承認番号: 第 M2023-131 番 

研究期間: 医学部倫理審査委員会承認後から西暦 2024 年 3月 31 日  

研究責任者:東京医科歯科大学 統合臨床感染症学分野 講師 田頭 保彰  

本研究は東京医科歯科大学医学部倫理審査委員会の承認及び機関の長の許可を得て

実施されています。  

<研究の概略> COVID-19のパンデミックから 3年近くが経過をした。COVID-19 は、

2020 年 1月以降、多くの感染者、死者を出し、また、多くの病院及び高齢者施設など

でクラスター(集団発生)が発生しました。 

 COVID-19 パンデミック初期において、陽性者が発症する前に他者への感染性がある

ことからユニバーサルマスキングが提唱され、入院時含めて様々な場所で無症状者に

対してスクリーニング検査が行われていました。さらに、陽性者に接触した人を発症

もしくは検査陽性から 2日前まで遡り追跡することが行われていました。 

感染者の増加とともに接触者調査を行わなくなった国や状況はあるものの、病院内で

はクラスター防止のため国内では従来通り接触者調査が行われている現状がありま

す。 

しかしながら、ウイルス亜型が変化する中で接触者調査の必要性、また発症以前の追

跡調査の必要性については、検討されていない状況があります。 



流行期に入ると医療従事者や患者が入院後に発症するケースが増加し、病院感染対策

業務が逼迫していることが、この 3年間で起こっていますが、その必要性を検討する

ことは、継続的な病院感染対策の視点で重要であると考えます。 

（2）研究の意義・目的 

新型コロナウイルス感染症オミクロン株流行下で病院職員もしくは入院患者で陽性

となった場合に感染制御部では、陽性者が発症した 2日前もしくは、検査陽性日の 2

日前に遡り接触者調査を行っています。 

そのデータを使い接触者調査の対象期間及び対象者について後方視点的に検討し、

オミクロン下での接触者調査を再定義することを目的とします。 

(3)研究の方法について 

東京医科歯科大学病院で医療従事者または、患者で COVID19が陽性と判明し病棟に

関連する接触者が生じた場合の接触者の発症状況について後方視点的に比較研究を行

います。  

2022 年 1月 1日～2023年 3月 14日の間に、東京医科歯科大学病院で新型コロナウ

イルス感染症が陽性と判明した医療従事者及び患者さんでかつ病棟に関連する医療従

事者及び患者さんに接触者がでた事例を対象としています。 

 収する情報としては、感染制御部で行った接触者調査データベースを利用します。

なお、接触者調査データベースには、COVID19陽性者の発症日、検査陽性日、COVID19

陽性者の接触者、及び接触状況、さらに接触者が陽性となったかが記載されていま

す。 

上記期間で新型コロナウイルス感染症に罹患した医療従事者及び患者で病棟に関連

する医療従事者及び患者に接触者が生じた事例の接触者の数、濃厚接触者の数、接触

したタイミング(発症日以降、発症日前日、発症日 2日前)別の接触者の数、濃厚接触

者の数、さらにその後接触者が陽性となった数、陽性となった接触者の接触状況(接触

時間、個人防護具の着用状態)を明かにし、接触者調査の範囲を再検討する。 

 

(4)試料・情報等の保管・廃棄と、他の研究への利用について  

抽出した情報は、すべての個人情報がない形となっていますが、研究者が責任をも

って 10 年間、責任者の研究室に保管、管理します。保存期間を超えた情報は匿名化さ

れたまま廃棄します。データは学会発表と論文作成のみに使用し、前述以外の使用目

的には一切使用しません。  



(5)予測される結果(利益・不利益)について 

すでに東京医科歯科大学病院感染制御部が病院感染対策のために収集した情報を使

用するため個人を害する可能性はありません。後方視点的研究のため、利益や不利益

となることはありません。  

(6)研究協力の任意性と撤回の自由について  

本研究への協力は、自由な意思によるものです。データ利用を拒否しても不利益を

被りません。同意撤回は、本人及び親族からのお申し出を受け付けております。ご自

身のデータをこの研究に使ってほしくないと思われる方は、下記までご連絡くださ

い。 

(7)個人情報の保護・取り扱いについて  

データは感染制御部で院内対応のために使用されたデータを使用します。個人情報

保護のために対応表を作成し、個人情報が特定できないように対応いたします。 

(8)研究に関する情報公開について  

皆様の協力によって得られた貴重なデータは、病院情報を消去した形で国内外の医

学系学会や学術論文で公に発表させて頂きます。 

(9)研究によって得られた結果のお知らせ 

 この研究で得られた結果を病院からお知らせする予定はありません。 

(10)経済的な負担および謝礼について  

この研究はすでに病院内の運用で使用された情報のみを用いるため、研究に参加す

ることによる新たな費用負担はありません。また謝礼もありません。 

(11)研究資金および利益相反について  

利益相反とは、研究者が企業など、自分の所属する機関以外から研究資金等を提供し

てもらうことによって、研究結果が特定の企業にとって都合のよいものになっているの

ではないか、研究結果の公表が公正に行われないのではないかなどの疑問が第三者から

見て生じかねない状態のことを指します。 本研究は大学の運営費を用いて行われます。

また研究を実施するにあたり特定企業との利 害関係はありません。本研究の実施にあ

たっては、本学利益相反マネジメント委員会に対して研究者の利益相反状況に関する申



告を行い、同委員会による確認を受けています。  

(12)研究に係るご相談・問い合わせ等の連絡先:  

研究者連絡先:東京医科歯科大学統合臨床感染症学分野 講師 田頭 保彰  

所在地:東京都文京区湯島 1-5-45 MD タワー17 階 電話番号(直通):03-5803-4138 (対

応可能時間帯:平日 9:00~17:00)  

苦情窓口:東京医科歯科大学医学部総務係 03-5803-5096(対応可能時間帯:平日 

9:00~17:00)  

***************************************************************************** 
※他の研究参加者の個人情報や研究の独創性の確保に支障が生じない範囲内で、研究計

画書や研究の方法に関する資料を閲覧することができます。ご希望の際は、上記の研究

者連絡先までお問い合わせください。 
***************************************************************************** 
 


